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特集 ＮＴＴコミュニケーションズが考える 
クラウドコンピューティング時代の“クラウド”とは 

境を仮想サーバ環境に移し換えると

いう、未だ「雲の上」の段階です。

これを実際のビジネス環境で利用す

るために、次は自社の従業員が様々

なネットワーク環境で使えるように

するフェーズに入ります。その時に、

私どもネットワークキャリアが提供

する「BizCITY」の価値が注目され

るのではないかと思っています。

－ネットワークキャリアが提供す

る「BizCITY」の価値と

原 今まで、クラウドコンピューテ

ィングは、クラウドという雲の「上」

で提供されるサービスと一般的に捉え

られていました。しかし、これを実際

に様々な環境で活用するとなると、シ

ステムの信頼性や稼働率、安全性、ま

た、既存システムとの連携、既存のネ

ットワーク環境で利用できるのか、ト

ータルで品質が確保できるのか等々の

－NTTコミュニケーションズ様

を取り巻く現在の市場環境からお聞

かせください。

原 “クラウドコンピューティング”

という言葉が登場して３年以上経過

し、多くの企業は、これまでの勉強

モードからビジネスモードに移行し

てきたという感じがします。実際、

クラウド（＝雲）の「上」で様々な

サービスが提供されており、クラウ

ドコンピューティングに期待を寄せ

るお客様は、導入に向けての具体的

な検討フェーズに入ったといえます。

昨年からトライアルを開始した私ど

もの「BizCITY」においても、数多く

のお客様が自社業務とのフィッティ

ング等の検証を行っており、こうい

ったことからも、クラウドコンピュ

ーティング導入に向けた動きがいよ

いよ本格化してきたと感じています。

しかし、先導を切ってクラウドコ

ンピューティングを導入する企業で

も、主体は、例えば自社のサーバ環

“あらゆるものをユビキタスにつなぐ環境・サービスの実現”をコンセプトに、ICT／ネ
ットワーク環境を革新して新しいマーケットの創出を目指すNTTコミュニケーションズ。
クラウド環境を支えるキャリアならではの基盤技術、ネットワークサービスの強化・シ
ンプル化を実現する「新VPN（仮称）」など、セキュアでユビキタスなクラウド環境を実
現するNTTコミュニケーションズの取組みについて、原　隆一取締役にうかがった。

NTTコミュニケーションズ㈱　取締役
ビジネスネットワークサービス事業部長

原　隆一氏

ビジネスモードに入った
クラウドコンピューティング

① 既存システム・ネットワークとの連携 
② ネットワーク・デバイス・ロケーションフリーな接続 
③ ビジネスパートナーとの連携 
④ システムトータルでの安全・安心 
⑤ トータルなマネジメント・オペレーション／アウトソース 

雲の中で実現するもの 
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③ ビジネスパートナー 
との連携 

② ネットワーク・デバイス・ロケーションフリーな接続 

図1 クラウドコンピューティングの課題解決の視点

―NTTコミュニケーションズ様を取

り巻く現在の市場環境からお聞かせ

ください。

―ネットワークキャリアが提供する

「BizCITY」の価値とは・・・・。

クラウドコンピューティングの
課題を雲の中で解決
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課題があります。私どもネットワーク

キャリアの役割は、これらの課題を解

決するため、「雲の中」まで含めた仕

組みを提供することにあります（図1

参照）。つまり、クラウドという仮想

環境と実際の物理ネットワークをセッ

トで捉え、「いつでも・どこでも、誰

とでも、安全・安心・簡単に、好きな

とき・好きなだけ」つながるセキュア

でユビキタスなクラウド環境を提供す

ることです。それを具現化したサービ

スが「BizCITY」であり、物理ネット

ワークと一体化して提供することに価

値があります。

－クラウドコンピューティングで

は、雲の中の物理ネットワークが重

要になる。

原 クラウドは常にオンラインであ

ることが前提ですから、全ての通り道

となる“雲の中の物理ネットワーク”

の品質がシステム全体の品質を左右し

ます。したがって、トラフィックの増

大に対応したネットワークの広帯域

化、ストレスを感じない低遅延なネッ

トワーク、止まらない高信頼のネット

ワーク、さらにはネットワークを含め

たシステム全体のセキュリティ強化な

ど、コストを最小限に抑えたうえでク

ラウドに対応した物理ネットワークを

構築することが重要です。私どもは、

クラウド環境・高パフォーマンスニー

ズに対応したネットワークサービスの

強化を図ってきましたが、現在、クラ

ウド利用に最適化した革新的なネット

ワークサービス「新VPN（仮称）」の

早期提供に向けた取組みを加速してい

ます。

－物理ネットワークと仮想ネット

ワークの連携によって、セキュアで

ユビキタスなクラウドコンピューテ

ィング環境が実現できる。

原 ネットワークフリー、キャリア

フリー、デバイスフリーに、エンド－

エンドを物理ネットワークに依存せず

につないでいく仮想ネットワークが極

めて重要になります。私どもは、“あ

らゆるものを安心・安全にユビキタス

につなぐ”というビジョンを掲げ、ク

ラウド化に対応したサービス・環境の

実現に向けた仮想ネットワークの拡

充・発展に取り組んでいます。クラウ

ドコンピューティングに対応した広帯

域・低遅延、高信頼で高セキュリティ

な物理ネットワークと、無限に拡がる

仮想ネットワークをセットで提供し、

かつエンド－エンドのシームレスなト

ータルオペレーションを実現します。

固定／携帯、国内／グローバルを問わ

ず、様々なネットワーク環境をデバイ

スを含めトータルにインテグレート

し、エンド－エンドでサポートできる

というのが私どもの大きな強みです。

－最後に今後の抱負をお聞かせく

ださい。

原 セキュアでユビキタスなクラウ

ド環境の実現は、クラウドコンピュー

ティングだけでなく、新しいマーケッ

トの創造を加速すると考えています。

その際、重要となるのが“ネットワー

クのシンプル化”だと思っています。

ネットワークインフラは技術的には、

現在、レイヤー1は光の波長多重、レ

イヤー2はイーサ、レイヤー3はIPと

いう形で収束しています。しかし、私

どもは、技術の進化に合わせて長年

ネットワークを構築してきたために

色々なインタフェースのネットワー

ク機器が混在し、ネットワーク自体

が非常に複雑化しています。これを

シンプルな構成にし、より高品質で

低価格なサービスを提供していきた

いと考えています。

－本日は有り難うございました。

（聞き手・構成：編集長　河西義人）
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サービス/ネットワーク/デバイス トータルなセキュリティ 

どんな環境からも同じインタフェースで使える 

既存システムとの連携、パートナー・他クラウドとの連携 

システム・ネットワーク環境全体のトータルオペレーション 

どこからでも 
安全・安心・簡単 
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図2 クラウド環境に求められる仮想ネットワーク

―クラウドコンピューティングで

は、雲の中の物理ネットワークが重

要になる。

―物理ネットワークと仮想ネットワ

ークの連携によって、セキュアでユ

ビキタスなクラウドコンピューティ

ング環境が実現できる。

―最後に今後の抱負をお聞かせくだ

さい。

―本日は有り難うございました。

クラウド環境に求められる
仮想ネットワーク

ユビキタスなクラウド環境が
新しいマーケットの創造を加速
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